
（パンフレットの概要）

○ 通訳ガイド試験実施の内容

・ 試験科目

・ 試験場所

・ 試験日程

・ 受験願書の入手、受験の申し込み
・ 海外からの受験申し込みに当たっての注意点

を紹介しています。

別紙２

通訳ガイド試験に関するパンフレットについて

パンフレットは、韓国語、中国語（繁体字、簡体字）の３種類があり、通訳
ガイド試験の試験科目、試験場所等の試験実施の内容の他、通訳ガイド
の意義、登録等の仕組みについて紹介しています。

○ 通訳ガイドの意義
通訳ガイドは通訳案内士法に基づく資格を有する専門家であり、地域の魅力

を正確にかつ興味深く訪日外国人観光客に紹介する役割を担っている旨を紹
介しています。

○ 通訳ガイドの登録
通訳ガイドとして業務を行うためには、試験に合格し、都道府県の登録を受け

る必要がある旨を紹介しています。

○ 通訳ガイド検索システム
韓国語、中国語（繁体字、簡体字）、英語及び日本語により、活動地域や使用言語

等で通訳ガイドを検索することができる通訳ガイド検索システム
（http://www.guidesearch.jp）を紹介しています。

（Ａ３二つ折り）

１次筆記：外国語、日本の地理、歴史等
2次口述：通訳案内の実務等

１次筆記：日本国内８都市及び海外４都市
２次口述：日本国内３都市(言語によっては１都市）

願書受付：５月下旬～６月下旬
１次筆記試験：９月
２次口述試験：12月
合格発表：１月

以上の項目について、平成20年度実施の
試験の詳細は計画中であることから、平成
19年度実施の内容が記載されています。



別紙３

通訳ガイド制度に関するリーフレットについて

リーフレットは、韓国語、中国語（繁体字、簡体字）及び英語の４種類あり、
主に次の３点を説明するとともに、通訳ガイドについての問合わせ先
（通訳ガイドの団体等）を紹介しています。

（広げるとＡ４の大きさ）

（Ａ４三つ折り）

通訳ガイドとは、通訳案内士法に基づく資格であり、無資格
者は有償での通訳ガイドができない。

通訳ガイドを利用すると、日本の魅力に関する正確かつ興
味深い紹介を受けることができ、ガイドとのふれ合いを通じ
て日本人の考え方、生活習慣を知ることができる。

無資格によるガイドは違法であるとともに、不正確な旅行案
内で旅行を台無しにする可能性があるので、旅行案内を受
ける際はガイドが有資格であることを確認することが必要。
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